




























































































































































































































































































































































































画面右に描かれた女性は左手を伸ばし 花に触れよう︵摘もう︶としている。左に立つ二人の のうち、一人は手にした花束の香りに顔を寄せ、もう一人の女性と語らう。画面手前、日傘をさ て芝生に座 女性は、広がった白い服の上 置いた
花束を見つめ、物思いにふける。
一九世紀は家庭における庭づくり、すなわち私的な造園が流行しただ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































だった場所を広大な花の庭に作り変える。 らに一八九三年に隣の敷地を購入、ここに睡蓮の池を中心とした水の庭をつく のである。後者については、近隣農民が水質の汚濁を心配して反対したが、モネはウール県知事に絵の題材にすること どを申請し、許可を得ることができた。モネは一八九〇年代前半 ︽積みわら︾連作 初 とする主要な連を制作したが、彼は並行して うした庭づ
くりに取り組んだのだった。花々
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onet: Biographie et catalogue raisonné, IV
︵
1111-1126 ︶, 1115.
－　－14
１．写真資料：園芸家としてのモネ（1887年頃撮影）
２．クロード ･モネ《庭の女性たち》1866年
油彩 ･カンヴァス　256×208㎝　パリ　オルセー美術館
３．エドゥワール ･マネ《庭のモネの家族》1874年
油彩 ･カンヴァス　61×100㎝　N.Y.　メトロポリタン美術館
４．クロード ･モネ《グラジオラス》1876年
油彩・カンヴァス　60×81.5㎝　デトロイト美術館
５．クロード ･モネ《アルジャントゥイユの画家の家》1873年
油彩・カンヴァス　60.5×74㎝　シカゴ美術館
６．クロード ･モネ《ヴェトゥイユのモネの庭》1881年
油彩・カンヴァス　150×120㎝　ワシントン ･D.C.　ナショナル ･ギャラリー
７．クロード ･モネ《積みわら、満ちる光》1890年
油彩・カンヴァス　60×100㎝　ファーミントン　ヒルステッド美術館
８．クロード ･モネ《クルーズ渓谷の岩山》1889年
油彩・カンヴァス　71×83㎝　個人蔵
1 2 3
64
7 8
5
－　－15
９．『二つの世界の芸術』1891年3月7日号　表紙
10．『二つの世界の芸術』1891年3月7日号
《積みわら》の素描が掲載された頁
11．『二つの世界の芸術』1891年3月7日号
《戸外の人物試作（左向き）》の素描が掲載された頁
12．クロード ･モネ《睡蓮の池》1899年
油彩・カンヴァス　92.7×73.7㎝　N.Y.　メトロポリタン美術館
13．写真資料：睡蓮の池（『芸術と芸術家』1905年12月号に掲載）
14．クロード ･モネ《睡蓮の池、橋》1904-05年
油彩・カンヴァス　81×100㎝　個人蔵
15．クロード ･モネ《藤の習作》1917-20年
油彩・カンヴァス　100×200m　ドゥリュー　美術歴史博物館
16．クロード ･モネ《太鼓橋》1923-25年
油彩・カンヴァス　88.9×116.2㎝　ミネアポリス美術館
17．写真資料：庭のベンチにすわるモネ（1926年撮影）
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